


  教科・科目名 〔 総合（Ｓ１）〕

   問題訂正

 記号  Ｓ１ 　 科 目　  理 科（物 理）

 ９ ページ　３　の 表3-1 

　　総　　合

   訂正箇所

　（誤） 「恐怖を感じる写真３」の「各写真の感情反応得点」の数値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.49

　（正） 「恐怖を感じる写真３」の「各写真の感情反応得点」の数値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.48

























正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：令和６年度）   1／7 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

 

配点 25%，50 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1  

(1) 平成 18 年度：(A)  令和 3 年度：(E) 

まず，平成 18 年度について考える。図 1-1 の箱ひげ図より，第一四分位数と

中央値がともに 1000 以上 1100 以下（以降，数値の単位はすべてグラム/人日で

ある）にある。この両方を満たすヒストグラムは(A)のみである。(B)は中央値が

1115 以上 1156 未満にあり，(C)は第一四分位数が 951 以上 992 未満にある。 

次に，令和 3 年度について考える。図 1-1 の箱ひげ図より，第一四分位数を読

み取ると，860 以上 900 以下となりそうである。(D)の第一四分位数は 827 以上

853 未満，(F)の第一四分位数は 801 以上 827 未満で満たさない。よって，(E)と

なる。 

 

(2)   

相関係数 r は，標準偏差を𝑆𝑥, 𝑆𝑦, 共分散を𝑆𝑥𝑦とすると，[1]式で求められる。 

𝑟 = 𝑆𝑥𝑦 (𝑆𝑥 × 𝑆𝑦)⁄      [1] 

したがって，表 1-1 のデータを用いて，相関係数を計算すると，次のように

なる。 

  －10.78 / (59.36×4.33) = －0.0419 → －0.042 

 

(3)  

＜平均値＞ （21＋16＋14＋24＋23＋24＋25）/ 7 = 21.0 

＜分散＞ 標準偏差を𝑠とすると，分散𝑠2 は[2]式で求められる。 

𝑠2 =
1

𝑛
{(𝑥1 − �̅�)2 + (𝑥2 − �̅�)2 + ⋯ + (𝑥𝑛 − �̅�)2}     [2] 

 したがって，表 1-2 のデータと求めた平均値を代入して計算すると，次のよう

になる。 

 𝑠2 =
1

7
{(21 − 21.0)2 + (16 − 21.0)2 + ⋯ + (25 − 21.0)2} = 16.0 

 

(4) a < b のため，次の 3 つのパターンが考えられる。 

1) a が関東地方のリサイクル率の最小値，b が最大値となる場合 

 b − a = 8   [3] 

 19 + 23 + 24 + 22 + a + 2b = 20.0 × 7 = 140.0  

  → a + 2b = 52.0   [4] 



正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：令和６年度）   2／7 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

 

配点 25%，50 点 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 (4)続き 

[3]式と[4]式の連立方程式を解くと， a = 12，b = 20  となるが，この場合，

表 1-2 の千葉の 24(%)が最大値となるため，最大値と最小値の差の値が 8 という

条件を満たさない。したがって，この解答は不適当である。 

 

2) a が関東地方のリサイクル率の最小値，千葉の 24(%)が最大値となる場合 

  24 − a = 8   →  a = 16   [5] 

 [5]式の結果を[4]式に代入すると，b = 18 となる。この解答では，条件に矛盾

が生じないため，適当である。 

 

3) 茨城の 19(%)がリサイクル率の最小値，b が最大値となる場合 

  b − 19 = 8   →  b = 27   [6] 

 [6]式の結果を[4]式に代入すると，a = −2 となる。リサイクル率は正の整数の

ため，この解答は不適当である。 

 したがって，2)のパターンの a = 16，b = 18  が答えとなる。 

 

 (5) (D)  

根拠：散布図を描くと，強い負の相関があることがわかるが，直線上にはプロッ

トされないため，(E)ではない。したがって，(D)の－0.830 となる。 

図 a. 関東地方における令和 3 年度の 1 人 1 日当たりのごみ排出量と 

リサイクル率の散布図 

 

※その他の根拠として，公式に基づいた計算過程を提示してもよい。 



正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：令和６年度）   3／7 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

 

配点 25%，50 点 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 

(1) 標本比率をR とすると， 

 R = 225 ÷ 625 = 0.36   [7] 

  標本の大きさを n とすると，母比率 p に対する信頼度 95%の信頼区間は， 

   R − 1.96 × √
𝑅(1−𝑅)

𝑛
 ， R + 1.96 × √

𝑅(1−𝑅)

𝑛
  [8] 

   で求めることができる。 

   [0.36 − 1.96 × √
0.36(1−0.36)

625
 ， 0.36 + 1.96 × √

0.36(1−0.36)

625
] 

    [0.36 − 1.96 ×
0.6×0.8

25
 , 0.36 + 1.96 ×

0.6×0.8

25
] 

    [0.36 − 0.037632，0.36 + 0.037632] 

   [0.322368，0.397632] 

したがって，信頼区間は[0.322，0.398]となる。 

 

(2) 求めたい標本の大きさを n′ とすると，問 2(1)の[8]式より，母比率の 95%

信頼区間の幅を 5%以下とするには， 

 2 × 1.96 × √
𝑅(1−𝑅)

𝑛′
 ≦ 0.05 

となる n′ を求めればよい。 

 2 × 1.96 × √
0.36(1−0.36)

𝑛′
 ≦ 0.05 

 2 × 1.96 × 0.6 × 0.8 ÷ √𝑛′ ≦ 0.05 

 √𝑛′  ≧ 2 × 1.96 × 0.6 × 0.8 ÷ 0.05 =  37.632 

 𝑛′  ≧37.6322 = 1416.16742 

 したがって，少なくとも 1417 人に世論調査を実施する必要がある。 

 

 

 

  



正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：令和６年度）   4／7 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 

25%，50 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1  

事象が起こる確率が p である試行を n 回行ったとき，事象が起こる回数 X が従

う確率分布を二項分布といい，B(n, p)で表す。また，事象が起こらない確率を q 

= 1－p とおくと，X = r となる確率は以下のように計算できる。 

 

P(X = r) = Crn prqn−r 

 

5 人のうち 8 時間以上の睡眠をとる大学生数を X とすると，確率変数 X は二項

分布 B（5, 0.2）に従う。したがって，X=3 となる確率は以下となる。 

 

P(X = 3) = C35 0.230.85−3 = 0.05 

 

 

問 2 

(1)  

図 2－1 のヒストグラムから 8 時間以上睡眠をとる大学生は 100 人中 25 人であ

ることが分かる。よって，確率 p は 0.25 と計算できる（1/4 も正解とする）。 

 

(2)  

確率変数 X が二項分布 B(n, p)に従うとき，平均 E(X) = np，分散 V(X) = npq

である。したがって，二項分布は B(100, 0.25)となり，X の平均と分散は以下と

なる。 

 

平均 E(X) = 100 × 0.25 = 25 （25.00 も正解とする） 

分散 V(X) = 100 × 0.25 × 0.75 = 18.75 

 

 

 

 

 



正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：令和６年度）   5／7 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 

25%，50 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3  

二項分布 B(n, p)は n が十分大きいとき，平均 np，分散 npq の正規分布に近似

できる。したがって，正規分布 N(np, npq)とすることができ，次のようになる。 

 

B(n, p) 

N(np, npq) 

N(150×0.6, 150×0.6×0.4) 

N(90, 62)  

 

すなわち，確率変数 X が正規分布 N(90, 62)に従うとき，P(X≧99)を求めること

になる。 

Z =
X−(X の平均)

(X の標準偏差)
により標準化すると，Z は N(0, 1)に従う。したがって求める

確率は 

 

P(X ≧ 99) = P (Z ≧
99 − 90

6
) = P(Z ≧ 1.5) 

= P(Z ≧ 0) − P(0 ≦ Z ≦ 1.5) 

= 0.5 − 0.4332 

= 0.067  

 

 



正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：令和６年度）  6／7 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 

50%, 100 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 

写真２の感情反応得点は，(14-(0+0+3)/3)/((14+0+0+3)/4)=3.06 

写真７の感情反応得点は，(33-(0+1+5)/3)/((0+33+1+5)/4)=3.18 

写真８の感情反応得点は，(22-(0+0+0)/3)/((0+0+22+0)/4)=4.00 

写真10の感情反応得点は，(92-(2+54+4)/3)/((2+54+4+92)/4)=72.00/38.00=1.89 

 

12枚の写真への感情反応得点の平均値は，2.60。よって，この実験協力者の最終

的な感情反応得点は，2.60である。 

 

問２ 

今回，研究者は異なる状況判断には異なる感情反応が伴うと考えている。失感情

症のレベル（高・低）の違いが，確かに異なる感情反応の違いを引き起こしてい

るのかどうかを，状況判断との関係性を調べる前に確認しておく必要がある。そ

のために，実験協力者の半数には，状況判断ではなく，感情反応の回答を依頼し

て，失感情症のレベルの違いで，感情反応得点が異なるのかをチェックした。 

 

問３ 

本研究の目的は，人間の状況判断に感情が影響しているという説明の確からし

さを調べることであった。そのために，失感情症のレベルわけによって，状況判

断に異なる感情を感じることが影響しているのかを実験的に確かめた。もし，今

回の研究者の説明が正しければ，失感情症のレベルが高い実験協力者は，そのレ

ベルが低い協力者と比較して，適切な状況判断が困難であることが予想された。 

 図３－２に示された失感情症のレベルの違いによる，感情反応得点，および状

況判断得点の分布から，どちらの得点においても，失感情症レベルが高い実験協

力者の得点が低い傾向にあることがわかる。これは，今回の研究者が言うよう

に，適切な状況判断に，感情を感じることが必要であることを示している。 

 

 



正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：令和６年度）  7／7 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 
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50%, 100 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 

 本研究の問題点とその改善について，適切な指摘として，次のような例が考え

られる。 

 本研究では，人間の状況判断に，感情がどのように影響しているのかを，感情

の区別が難しい失感情症のレベルの高い実験協力者と，感情の区別に問題がな

い失感情症レベルが低い実験協力者を比較することで検討している。この２つ

のグループの間に違いが見いだせれば（具体的に言うと，失感情症のレベルの高

い実験協力者の状況判断得点が低ければ），状況判断に感情の区別が大きな影響

を持っていることが確認されるとしている。 

 今回の実験をさらに正確に行うためには，次のような改善が可能であると考

える。第一に，今回実験協力者を無作為に，感情反応グループと，状況判断グル

ープに振りわけているが，無作為な振りわけでは，失感情症のレベルを二つのグ

ループに適切に散らばらせることが難しいだろう。実際に写真を見せて回答さ

せる前に，失感情症の質問紙を実施した上で，その得点をもとに適切に２つのグ

ループに割り振ることで，グループ間の失感情症レベルの分布をより類似した

ものにすることが可能となるだろう。 

 

 第二に，得点の算出方法についても，改善できる箇所がある。今回の算出方法

では，それぞれの写真において，ある感情や状況判断の最高得点がそれ以外の得

点の平均値からどれくらい離れているかを重視しているが，ここで言う最高得

点は，必ずしも特定の写真が意図した感情であるとは限らない。表３－１を見て

もわかるように，感じさせようとした感情とは異なる感情について高い点数の

回答をしている場合がある。今回の得点が，こちらが意図した感情を区別できて

いるかをより正確に評価するためには，写真によって，その写真が意図した感情

反応（状況判断）が，そのほかの平均値からどれくらい離れているかを利用する

方が適切であると考えられる。 

 

 ［そのほか，適切な問題点の指摘があれば，それに得点を与える。］ 

 

 



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 総合（前期日程試験：令和６年度） 問題番号 S1 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 情報学部（行動情報学科） 

出題のねらい 

 
１  
「数学I」の「データの分析」，「数学B」の「確率分布と統計的な推測」の基本的
内容に基づき，与えられたデータから基本的な情報を正しく計算し解釈する能力
をみる． 

 
 
２  
「数学B」の「確率分布と統計的な推測」の基礎的な内容についての計算能力と
与えられた条件を正しく把握する能力をみる． 

 
 
３  
行動情報学の関連研究領域を具体例として，その内容を理解し，グラフを正
しく読み取るとともに，それを表現する能力をみる． 

 
 

採 点 基 準 

 

 
１ 配点25％（50点） 
 
 
 
２ 配点25％（50点） 
 
 
 
３ 配点50％（100点） 
 
 

 


